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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，高細胞密度と高機能発現を両立する培養組織構築の基盤技術として，多層型スフェロ

イドを利用したボトムアッププロセスによる高機能肝組織の構築に成功するとともに，構築された

培養肝組織の有用性を明らかにしたもので，物質プロセス工学上寄与するところが大きい。よって

本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 


